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研究課題名「全自動 PTPシート払出装置と携帯情報端末を用いたピッキング
サポートシステム導入による医療安全の変化」に関する情報公開 
 
１．研究の対象 

2022年 1月 1日から 2024年 3月 31日までの期間に、名古屋大学医学部附属病院にお
いて調剤関連のインシデントレポートにあげられた医療従事者および患者さんを対象とし

ます。 
 
２．研究目的・方法・研究期間 
研究目的： 
名古屋大学医学部附属病院薬剤部では、2010年 6月より携帯情報端末（personal 

digital assistance：PDA）を用いたピッキングサポートシステムを導入しています。
PDAは処方箋や薬剤等をバーコードや QRコードで管理し、処方せんの内容に従って
正しく薬剤を選択できているか照合するデジタルツールです。本システムは、医療安

全向上の目的で多数の病院や調剤薬局で取り入れられており、調剤過誤防止に貢献し

ていることが報告されております。 
当システムの利活用と類似名称の医薬品や多規格を有する医薬品の医薬品棚に注意

喚起を促すシールを貼るなどの調剤過誤防止策を講じながら人為的過誤を防ぐ様々な

取り組みをこれまで行ってまいりました。しかし、計数間違いの過誤を防ぐには従来

の取り組みでは完全に防止できないことが課題でした。 
一方、近年では調剤機器の研究開発が加速し、全自動型の調剤ロボット開発やデジ

タルツールが市販されてきている流れを受け、2023年 3月より全自動 PTPシート払
出装置を新たに加えた調剤業務を開始しました。 

PDAと全自動 PTPシート払出装置との併用による調剤過誤件数やその原因の変化
を医療安全面から検証し、調剤業務の課題と改善点を明らかにすることを目標として

います。 
 
研究方法：PDAおよび全自動 PTPシート払出装置を併用したピッキングサポートシ
ステム導入前後における調剤過誤件数を比較します。 
 
研究期間：実施承認日 ～ （西暦）2027年 3月 31日 
 
 



 

 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 
下記の情報を収集し、統計解析を行います。 
 
情報：処方せん発行枚数、薬剤の薬剤名・規格・計数等の過誤件数、説明書入れ忘れ

等の内規関連過誤の件数、調剤過誤発生時のヒヤリハット・インシデント内容、PTP
形状の違い、当院で取り組んでいる調剤過誤防止策（名称類似・多規格注意喚起シー

ル等）の有無 
 
４．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
 
  連絡先： 

名古屋大学医学部附属病院 薬剤部 

竹内萌 

住所 名古屋市昭和区鶴舞町 65 

電話 052-744-2676 

FAX 052-744-2685 

   
研究責任者： 
名古屋大学医学部附属病院 薬剤部 

池末裕明 

住所 名古屋市昭和区鶴舞町 65 

電話 052-744-2674 

FAX 052-744-2685 

 


